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全
消
協
は
７
月
３
日
、
総
務
省
消
防

庁
に
対
し
、「
消
防
行
政
の
充
実
強
化
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、
武
内
則
男
衆
議
院
議

員
の
協
力
の
下
で
実
現
し
、
村
上
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
全
消
協
四
役
お
よ
び
、
自

治
労
か
ら
大
嶋
組
織
強
化
局
長
が
参
加

し
た
。
総
務
省
消
防
庁
か
ら
は
、
川
島

消
防
・
救
急
課
長
、
阿
部
消
防
救
急
・

課
長
、
田
村
職
員
第
１
兼
第
２
兼
教
養

係
長
、
高
木
総
務
事
務
官
が
対
応
し
た
。

　

予
算
の
概
算
要
求
時
期
を
踏
ま
え
て

実
施
し
た
今
回
の
要
請
内
容
は
、
①
緊

急
消
防
援
助
活
動
等
に
つ
い
て
、
②
働
き

や
す
い
職
場
作
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
、
③
民
主
的
な
職
場
環
境
と

労
働
安
全
衛
生
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、

④
広
域
化
に
つ
い
て
、
⑤
人
事
評
価
制
度

に
つ
い
て
、
⑥
定
年
延
長
を
見
据
え
た
消

防
職
場
の
働
き
方
の
検
討
に
つ
い
て
、
⑦

消
防
職
員
と
の
協
議
の
継
続
・
推
進
に
つ

い
て
の
７
項
目
。
今
年
の
要
請
で
は
、
新

た
に
④
広
域
化
に
つ
い
て
要
望
し
、
広
域

化
に
あ
た
っ
て
は
、
行
財
政
上
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
実
情
や
職
員
の
視
点
・
意
見
を
踏
ま
え

た
も
の
に
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
川
島
消
防
・
救
急
課
長

は
②
③
④
の
項
目
に
つ
い
て
回
答
し
た
。

②
の
う
ち
「
消
防
力
の
整
備
指
針
」
に
示

し
た
必
要
な
人
員
を
充
足
す
る
財
源
確

保
に
つ
い
て
は
、「
今
年
度
の
地
方
財
政

計
画
は
全
国
ベ
ー
ス
で
１
０
０
０
人
増
強

を
は
か
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
か
ら
は
消

防
本
部
ご
と
、
整
備
指
針
の
充
足
率
達

成
に
ど
れ
だ
け
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
本
部
に

不
足
し
て
い
る
状
況
を
認
識
さ
せ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
都
道
府
県
に
対
し
て

も
整
備
す
る
よ
う
通
知
も
発
出
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
④
の
広
域
化
に
つ
い
て

は
「
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
な

ど
職
員
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
実
情
と
職
員
の
視
点
を
踏
ま
え
た

上
で
、
広
域
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
人
員

削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
消
防
力
を

き
ち
ん
と
維
持
す
る
よ
う
人
員
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
要
望
事
項
を
め
ぐ
っ
て
、
人

員
不
足
の
問
題
の
ほ
か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
一
向
に
減
ら
ず
全
国
の
消
防
職
員
か
ら

全
消
協
事
務
局
に
も
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
現
状
、
職
員
の
視
点
を
欠
い
た
広

域
化
に
よ
り
現
場
が
疲
弊
し
て
い
る
実
態

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。ま
た
、

女
性
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
職
員
に
ス

ト
レ
ス
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

仮
眠
室
の
個
室
化
な
ど
施
設
整
備
の
課

題
に
つ
い
て
も
要
望
し
た
。

　

全
消
協
は
、
今
後
も
消
防
庁
に
対
し

職
場
実
態
を
伝
え
、
実
態
に
即
し
た
政

策
提
起
を
行
い
、
よ
り
良
い
消
防
行
政
の

確
立
に
む
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

総
務
省
消
防
庁
へ

「
消
防
行
政
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
書
」を
提
出

左から、武内則男衆議院議員、川島総務省消防庁消防・救急課長、村上全消協会長、大嶋
自治労本部組織強化局長

～
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
る
～
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村
上
直
樹
会
長
よ
り
、

「
こ
の
研
修
会
で
知
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
間
で
交
流
を

深
め
て
充
実
し
た
研
修

に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

来
賓
に
は
、
開
催
地
を
代
表
し
地
元

大
阪
か
ら
金
城
光
志
四
條
畷
市
消
防
行

政
研
究
会
会
長
、
杣
谷
尚
彦
自
治
労
中

央
本
部
副
執
行
委
員
長
、
山
口
勝
己
自

治
労
大
阪
府
本
部
委
員
長
、
自
治
労
消

防
政
策
議
員
懇
談
会
事
務
局
長
の
武
内

則
男
衆
議
院
議
員
、
そ
し
て
第
25
回
参

議
院
議
員
選
挙
自
治
労
組
織
内
候
補
予

定
者
で
あ
る
岸
ま
き
こ
さ
ん
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
力
強
い
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

本
部
提
起

明
る
く
魅
力
あ
る
消
防
職
場
を
め
ざ
し
て

　

斉
藤
英
之
副
会
長
よ
り
、
全
消
協
が

結
成
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、
団
結
権
回

復
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
課
題
解

決
に
む
け
た
活
動
や
組
織
強
化
・
拡
大

の
経
過
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
か
ら
の
組
織
強
化
、
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別

第
１
分
科
会
【
組
織
強
化
・
拡
大
】

佐
藤
昭
徳
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

　
「
な
ぜ
協
議
会
が
で
き
た
の
か
」
そ

し
て
現
在
私
た
ち
が
む
か
う
べ
き
方
向
、

ユ
ー
ス
部
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
班

で
話
し
合
っ
た
。
午
後
か
ら
は
、
全
消

協
ユ
ー
ス
部
幹
事
と
一
緒
に
、「
脱
会

者
を
止
め
る
に
は
」「
ユ
ー
ス
部
を
設

立
す
る
に
は
」「
協
議
会
に
入
っ
て
も

ら
う
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
模
擬
オ
ル

グ
を
実
施
し
た
。
今
後
も
明
る
く
魅
力

あ
る
職
場
作
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
共
有
す
る
場
を
提
供
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。

第
２
分
科
会
【
賃
金
・
労
働
条
件
】

大
山
剛
史
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

川
上
修
司
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

　

ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
た
講
義
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
主
体
と
し
て
行
っ

た
。
消
防
職
員
で
あ
る
前
に
「
労
働
者
」

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
無
賃
金
拘
束

時
間
や
１
か
月
の
変
形
労
働
時
間
制
な

ど
を
細
か
く
説
明
し
た
。
多
岐
に
わ
た

る
内
容
に
つ
い
て
全
員
で
知
識
を
深
め
、

参
加
者
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
・
課

題
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
講
義
と
な
っ

た
。

第
３
分
科
会
【
労
働
安
全
衛
生
】

山
端
孝
明
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

本
多
将
人
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

　

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

お
よ
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
義
を
行
っ
た
、
そ

の
後
、
自
治
労
本
部
の
白
井
法
対
労
安

局
長
が
「
メ
ン
タ
ル
対
策
今
で
き
る

こ
と
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

メ
ン
タ
ル
対
策
は
、
自
分
や
仲
間
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
少
し
で
も
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
そ
の

重
要
性
を
参
加
者
へ
伝
え
、
職
場
の
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
強
め
て
も
ら
え
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
４
分
科
会
【
救
急
医
療
体
制
】

福
嶋
薫
関
東
甲
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

返
町
直
也
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

　

前
半
は
、
講
師
の
能
勢
み
ゆ
き
さ
ん

が
「
救
急
現
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
、
後
半
は
「
防

災
ヘ
リ
事
故
に
つ
い
て
」、
全
消
協
と
し

て
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
、「
消
防
業
務
の
課
題
改
善

に
む
け
た
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。
発

表
の
中
で
消
防
職
員
の
定
数
割
れ
、
部

隊
運
用
で
き
な
い
ほ
ど
の
人
手
不
足
と

い
う
実
態
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
内

で
の
共
通
意
見
と
し
て
挙
が
り
、
今
後

の
活
動
方
針
に
反
映
す
る
必
要
性
を
感

じ
た
。

第
５
分
科
会

【
男
女
平
等
参
画
・
国
際
連
帯
活
動
】

西
尾
基
貴
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

吉
田
真
也
ユ
ー
ス
部
代
表

仲
野
桂
太
特
別
幹
事

　
「
す
べ
て
の
人
が
働
き
や
す
い
職
場

の
実
現
に
む
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
分
科

会
を
開
催
し
た
。
仲
野
特
別
幹
事
か
ら

「
国
際
連
帯
・
消
防
職
員
委
員
会
制
度

改
正
」、
吉
田
ユ
ー
ス
部
代
表
か
ら
「
男

女
共
同
参
画
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
に
つ
い
て

講
義
し
、
聴
講
す
る
参
加
者
の
熱
意
を

感
じ
た
。
と
く
に
、
午
後
か
ら
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で

活
発
な
議
論
を
行
い
、
自
分
た
ち
の
所

属
す
る
職
場
で
何
が
で
き
る
か
？
何
を

す
べ
き
か
？
参
加
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と

り
に
考
え
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
っ
た

と
感
じ
た
。

提
起
を
行
っ
た
。

活
動
報
告

①
全
消
協
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

　

竹
内
洋
司
事
務
局
長
よ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

勧
告
、
消
防
職
員
委
員
会
制
度
告
示
改

正
な
ら
び
に
総
務
省
消
防
庁
と
の
定
期

協
議
を
中
心
に
、
全
消
協
が
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

②
自
治
労
報
告

　

高
橋
篤
自
治
労
本
部
総
合
組
織
局
長

が
、
自
治
労
消
防
政
策
議
員
懇
談
会
の

設
立
の
経
過
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

③
女
性
連
絡
会
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

　

松
森
玲
奈
女
性
代
表
よ
り
女
性
連
絡

会
で
実
施
し
た
会
議
、
昨
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
る
女
性
交
流
会
や
女
性
会
員

対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
に
む
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

④
ユ
ー
ス
部
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

　

吉
田
真
也
ユ
ー
ス
部
代
表
よ
り
、

ユ
ー
ス
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

報
告
や
ユ
ー
ス
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
Ｕ
ｐ
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

記
念
講
演

「
災
害
時
に
必
要
な
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン

メ
ー
キ
ン
グ
」

　

秋
冨
慎
司
防
衛
医
科
大
学
校
准
教
授

が
、
東
日
本
大
震
災
や
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

脱
線
事
故
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現

場
の
経
験
を
も
と
に
、
規
模
の
大
き
な

災
害
時
に
必
要
な
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

第
47
回
全
国
消
防
職
員
研
究
集
会

２
０
１
９
年
６
月
７
〜
８
日
の
２
日
間
、
天
満
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
）

で
開
催
、
133
単
協
、
256
人
の
会
員
（
未
組
織
含
む
）
が
参
加

全消協
全体集会
初日

分科会
２日目

5
つ
の
専
門
分
野
で
研
修
開
催

〜
担
当
し
た
幹
事
の
所
感
〜



（ 3）　2019年 8 月 1 日 全消協ニュース 第111号

ま
で
の
経
験
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
業
務
時
に
お
け
る
問
題

と
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
全
消
協
女
性
幹
事
に
よ
る

講
義
を
行
い
、
松
森
玲
奈
女
性
代
表
か

ら
「
選
挙
活
動
と
協
議
会
の
関
わ
り
」、

今
城
裕
果
幹
事
か
ら
「
女
性
連
絡
会
の

活
動
紹
介
」、
岡
久
佳
乃
子
副
代
表
か

　

６
月
21
～
22
日
の
２
日
間
、

２
０
１
９
年
度
第
２
回
女
性
交
流
会
を

東
京
・
自
治
労
会
館
で
開
催
し
た
。

　

初
日
は
、
交
流
会
前
の
懇
親
会
を
開

催
し
、
19
人
の
参
加
者
が
各
地
域
の
話

を
す
る
な
ど
情
報
交
換
し
た
。

　

２
日
目
の
交
流
会
に
は
24
人
が
参
加

し
、
横
浜
市
の
女
性
消
防
職
員
２
人
を

講
師
と
し
て
迎
え
、「
女
性
消
防
職
員

の
働
く
環
境
と
取
り
巻
く
課
題
へ
の
工

夫
」
と
題
し
て
、
採
用
さ
れ
て
か
ら
今

ら
「
女
性
消
防
職
員
に
関
す
る
法
令
の

解
釈
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
男
性
職
員
が
３
人
参
加
し
、
懇

親
会
な
ら
び
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
女
性
、
男
性
の
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
方
な
ど
の
共
有
が
は
か
ら
れ

た
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
男
性
職
員
も
参
加
！

全
国
か
ら
24
人
が
自
治
労
会
館
（
東
京
）
で
意
見
交
換
を
行
う
！

全
消
協
女
性
連
絡
会
第
２
回
交
流
会

　

全
消
協
ユ
ー
ス
部
の

役
員
と
し
て
２
期
４
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

私
が
消
防
士
を
拝
命
し
た
の
は
２
０
０
２
年
で
、

こ
の
時
す
で
に
私
の
所
属
に
は
協
議
会
が
あ
り
、
職

員
の
総
意
と
し
て
意
見
を
出
し
や
す
い
職
場
環
境
が

構
築
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の

環
境
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。

　

こ
の
４
年
間
で
、
全
国
の
多
く
の
仲
間
と
触
れ
合

う
機
会
を
い
た
だ
き
、
苦
し
み
、
悩
ん
で
い
る
仲
間

が
大
勢
い
る
こ
と
、
職
場
で
意
見
を
い
え
な
い
環
境

が
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
改
め
て
協
議
会
を
設
立
し
て
い
た
だ
い
た
先

輩
方
の
努
力
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
消
防
を
担
う

我
々
一
人
ひ
と
り
が
、
協
議
会
の
必
要
性
を
見
つ
め

直
し
、「
先
輩
方
の
協
議
会
」
か
ら
脱
却
し
、「
自
分

た
ち
の
協
議
会
」
を
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
こ
で
築
い
た
仲
間
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨
し
て
一
緒
に
前
進
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

吉
田
真
也
（
ユ
ー
ス
部
代
表
）

次回、全消協の予定

全消協第43回定期総会
2019年8月24日土

ホテルニュープラザ久留米（福岡県久留米市）

最
新
の
全
消
協
活
動
を

配
信
中
で
す

ぜひ、アクセスや「いいね！」
をお願いします。

ユース部
公式Facebook

全消協
公式Facebook

全消協
ホームページ

女性連絡会
公式Facebook

場 所
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参
加
者
の
女
性
か

ら
は
「
同
じ
本
部

に
そ
の
よ
う
に
考

え
て
く
れ
る
男
性

職
員
が
い
た
ら
と

て
も
心
強
い
」
と

い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

ー
今
後
の
活
動
の
展
望
に
つ
い
て

　

４
年
間
代
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

女
性
連
絡
会
の
活
動
は
「
未
知
数
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
女

性
の
消
防
職
場
進
出
が
加
速
し
て
い
ま
す
が
、

消
防
は
自
治
体
単
位
の
組
織
と
い
う
背
景
か
ら
、

各
本
部
の
実
情
は
千
差
万
別
で
す
。
時
の
流
れ

と
と
も
に
先
を
行
く
消
防
本
部
と
、
い
ま
だ
に

女
性
の
い
な
い
消
防
本
部
と
で
は
「
男
性
職
員

の
感
覚
」
は
乖
離
し
つ
つ
あ
る
印
象
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

女
性
連
絡
会
を
通
し
て
、
知
り
合
っ
た
女
性

会
員
同
士
が
交
流
を
持
ち
、
お
互
い
に
悩
み
の

共
有
や
情
報
交
換
、
時
に
は
逃
げ
場
と
な
る
よ

う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
消
防
職
員
と
と
も
に
働
く
男
性

参
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の
い
な
い
消
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で
は
「
男
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の
感
覚
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は
乖
離
し
つ
つ
あ
る
印
象
を
感
じ
て

い
ま
す
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女
性
連
絡
会
を
通
し
て
、
知
り
合
っ
た
女
性

会
員
同
士
が
交
流
を
持
ち
、
お
互
い
に
悩
み
の

共
有
や
情
報
交
換
、
時
に
は
逃
げ
場
と
な
る
よ

う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
消
防
職
員
と
と
も
に
働
く
男
性

　

４
年
間
代
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

女
性
連
絡
会
の
活
動
は
「
未
知
数
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
女

性
の
消
防
職
場
進
出
が
加
速
し
て
い
ま
す
が
、

消
防
は
自
治
体
単
位
の
組
織
と
い
う
背
景
か
ら
、

各
本
部
の
実
情
は
千
差
万
別
で
す
。
時
の
流
れ

と
と
も
に
先
を
行
く
消
防
本
部
と
、
い
ま
だ
に

第
２
回
女
性
交
流
会
を
終
え
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
る
女
性
連
絡
会
！

松
森
代
表
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

ー
女
性
交
流
会
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
６
月
21
〜
22
日
に
第
２

回
女
性
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
ま
た
横
浜
消
協
よ
り
２
人

の
女
性
消
防
職
員
に
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
地
域
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
下
で

働
く
全
国
の
同
士
が
活
発
な
意
見
交
換
を
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ー
今
回
、
男
性
が
初
め
て
参
加
し
て
い
ま
す
が
…

　

今
回
は
男
性
の
方
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も

募
集
し
、
３
人
の
男
性
職
員
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
数
の
女
性
職
員
の
中
に
参
加
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、「
普
段
皆
さ
ん
は
こ
う
い

う
気
持
ち
な
ん
で
す
ね
」
と
、
学
習
会
の
新
た

な
一
面
も
見
え
ま
し
た
。　

参
加
さ
れ
た
理
由

と
し
て
「
同
僚
に
女

性
職
員
が
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
女
性
が

抱
え
る
悩
み
を
解
決

し
、
環
境
整
備
を
し

て
い
く
べ
き
か
、
皆

さ
ん
に
お
聞
き
し
た

い
」
と
の
声
が
あ
り
、

職
員
の
協
力
が
あ
っ
て
、
初
め
て
職
場
環
境
改

善
は
成
し
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
後
も
性
別

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
消
防
職
員
を
対
象
に
情
報

発
信
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ー
終
わ
り
に
…

　

初
め
て
女
性
連
絡
会
代
表
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
時
、
実
は
「
動
員
ば
か
り
で
活
動
に
納
得

い
か
な
け
れ
ば
、
女
性
連
絡
会
を
な
く
し
て
し

ま
い
た
い
」
と
考
え
、
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

就
任
と
同
時
期
に
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ

れ
、
女
性
消
防
職
員
へ
の
関
心
が
一
気
に
高
ま

り
、
消
防
組
織
に
と
ど
ま
ら
ず
、
連
合
や
Ｐ
Ｓ
Ｉ
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
国
内
外
の
関
係
機
関
か
ら
女
性
消
防

職
員
の
取
り
組
み
や
、
日
本
の
消
防
職
員
の
労

働
環
境
を
知
り
た
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
勧
告
や
総
務
省
消
防
庁
と
全
消
協

が
協
議
を
し
て
い
く
中
で
、
つ
い
に
は
、
総
務

省
消
防
庁
と
女
性
連
絡
会
と
の
意
見
交
換
会
が

実
現
し
ま
し
た
。
一
職
員
が
通
知
文
な
ど
を
出

す
方
々
に
意
見
を
届
け
ら
れ
る
機
会
を
得
る
と

と
も
に
、
現
場
の
悲
痛
な
女
性
職
員
の
声
に
耳

を
傾
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
非

常
に
大
き
な
出
来
事
で
、
こ
れ
は
活
動
を
止
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
な
と
納
得
し
ま
し
た
。

　

女
性
幹
事
の
職
を
通
じ
て
、
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
景
色
や
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
経
験
、

そ
し
て
消
防
職
員
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
方
が

思
い
を
馳
せ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
時
に
は
辛
い
こ
と
や

理
不
尽
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
何
百
倍
も
温
か
い
ご
支
援
・
ご

声
援
、
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
に

よ
り
、
多
く
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
無
理
に
消
防
職
場
に
と
ど
ま
る
必
要

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
消
防
で
働
き

続
け
た
い
と
思
う
す
べ
て
の
職
員
が
、
安
全
に

安
心
し
て
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
総
会
を
も
っ
て
私
は
任
期
満
了
い
た

し
ま
す
が
、
女
性
連
絡
会
の
活
動
は
ま
た
新
た

な
カ
ラ
ー
で
続
い
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
、
よ

り
一
層
の
温
か
い
ご
声
援
、
叱
咤
激
励
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

女性連絡会メンバー。右から2番目が松森代表


